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ヨーロッパの国民意識における 「変化」 と 「不変」

理事長　皆川　芳嗣

7 月に二年ぶりにヨーロッパを訪問する機会を得た。 二年前にはまさかイギリス国民が EU からの離

脱を選択するなどという事を誰も想像できなかった。 今回大陸側とイギリス側の双方を訪れ Brexit がど

う受け止められているか現地駐在の日本の大使、 金融機関の幹部に質問を試みた。

その際私なりに二つの仮説を立ててみた。 一つ目は 「英仏、 仏独の歴史的関係を遡ると、 EU の

根幹をなしているように見える仏独の紐帯はそれ程強固なのだろうか？かつての連合国の血の絆が国

民心理の奥に生きているのではないか？」 というものだ。 かつてヨーロッパ諸国に戦争の嵐が吹き荒

れた時代、 その中心には遅れて登場した帝国主義国ドイツがいた。 1871 年フランスは普仏戦争に敗

北しベルサイユ宮殿でドイツ皇帝即位式典を挙行されるという屈辱を味わった。 1914 年から丸 4 年続

いた第一次世界大戦でフランスはドイツの猛攻に西部戦線を支えきれず英米に支えられて辛うじて戦

勝国に名を連ねた。 1939 年からの第二次世界大戦ではヒトラードイツが大陸を席巻しフランスは敗北、

占領を余儀なくされた。 これを救ったのもチャーチル率いるイギリスの粘りとアメリカの参戦であった。

フランスにとってまさに三戦連続の敵であり、 戦後ヨーロッパの平和と安定にとっても 潜在的な脅威と

思われていたのがドイツなのであった。

二つ目の仮説は 「イギリスの経済は EU 市場と不可分に結びついており、 そこから離脱して展望が

開けるわけが無い。 離脱交渉の進展と共に EU サイドがいいとこ取りを許す筈が無いことが徐々に国

民にも浸透して、 結局はイギリス国民も一時の気の迷いから目覚め EU 残留へと舵を切り直すのでは

ないか？」 イギリス経済は現時点で好調である。 しかし 1970,80 年代にはヨーロッパの病人呼ばわり

されていたのだ。 サッチャー革命による構造改革と 1973 年の EU 加盟が無ければ英国病は克服でき

なかったのでは無いか。 さらに言えば、 EU の経済 ・ 政治の統合の中で、 イギリスは既にシェンゲン

協定への留保をはじめいくつもの例外を認められているのである。

これらの仮説への答えは以下のようなものであって、私の見立ては二つとも大きく外れたのであった。

一つ目のヨーロッパにおけるドイツ脅威論と英仏関係であるが、 フランス駐在の大使が上手に解説し

てくれた。 「独仏の 「和解」 に向けた取り組みは戦後復興期にアデナウアー、 ドゴールという両国の

傑出した政治指導者が開始し、 強固な意思の下に歴代指導者が継続して行ってきた。 例えばナチス

ドイツが行った虐殺の地を両国の首脳が訪れ不戦を誓うといった国民に見える形で繰り返し取り組ま

れてきたのだ。 その結果、 今ではヨーロッパは運命共同体であるという意識が両国の国民に深く浸透

していると思う。 一方、 英仏関係について仏側の深層心理をうかがわせるエピソードがあるので紹介

する。 私がパリから 100K ｍ程離れたある市の市長と話していた時 「この街はある国に包囲され、 せ

ん減の危機にさらされたことがある。 ある国とはどこと思うか？」 ときくのである。 フン族やオスマントル
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コではないしドイツも違うよなと考えていると彼が答を言った。「100 年戦争の時のイングランド（イギリス）

だよ。」 と言うのだ。 「実はフランス 1000 年の歴史を振り返るとイギリスとは宿敵の関係が長く続き、 そ

の想いはジャンヌ ・ ダルク崇拝のような形でフランス国民の心の奥底に今も眠っている。」 というもので

あった。

二つ目のイギリスが 「過ち」 に気付き EU 残留へと舵を切り直すかどうかについては、 イギリスに駐

在する大使、 金融機関の関係者が口をそろえて 「まず無い」 と明快に言うのであった。 「イギリスは

ナポレオンにもヒトラードイツにも屈しなかったヨーロッパ唯一の国である。 なぜそんな戦勝国の我々が

ヒザを屈して （敗戦国で構成された？） EU ふぜいにお願いをしなければならないのか？ EU が何で

もしますから是非とどまって下さいとお願いに来る筋合いではないか」 「ロンドンの街中を走っている高

級車の多くはベンツである。 イギリスがベンツを買わなくなって困るのはドイツだ。」 こんな意識がまだ

まだ強くあるのが現状であった。

Brexit を巡っては２年間という交渉の時計の針が動き出してしまっている。 解決しなければならない

課題は山のようにあるが、交渉当事者も夏休みは欠かさないようで、全くアセリは感じられない。 ヒトラー

ドイツの空襲を耐え切ったイギリス国民である。 離脱に伴う苦難の道を変わらずに歩み続けるのか、

いや見事な変化技を繰り出すのか今後も目が離せない。
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